
  

 

（１） 基督教友愛新聞 2016 年 12 月○○日（土曜日） 創刊号（月刊） 

歳
の
と
き
に
禁
酒
運
動
に
参

加
し
、「
自
助
と
節
約
」
の
精

神
に
よ
っ
て
労
働
者
を
貧
困

か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。
ま
た
、
一
八
七
七
年

に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に

至
り
、
福
音
派
の
組
合
教
会

に
通
っ
た
。
ケ
ア
・
ハ
ー
デ

ィ
の
社
会
主
義
は
、
政
治
的

信
条
や
経
済
理
論
に
と
ど
ま

ら
ず
、
山
上
の
垂
訓
に
基
づ

く
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
と
不
可

分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時

の
彼
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
道
徳
観
や
自
由
党
と
連
携

す
る
自
由
・
労
働
主
義
の
枠

組
み
に
収
ま
っ
て
い
た
。 

  
	
 

	
 

 
今
号
で
は
、
一
九
世
紀
末

の
時
代
状
況
を
背
景
と
し
な

が
ら
、
労
働
党
創
設
の
源
流

に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。 

 

一
八
八
〇
年
代
以
降
、
イ

ギ
リ
ス
に
は
い
く
つ
か
の
社

会
主
義
団
体
が
存
在
し
た
。

た
だ
し
、
Ｈ
．
Ｍ
．
ハ
イ
ン

ド
マ
ン
率
い
る
社
会
民
主
連

盟
は
、
労
働
組
合
主
義
者
に

批
判
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

中
産
階
級
の
知
識
人
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
フ
ェ
ビ
ア
ン

協
会
は
、
か
な
ら
ず
し
も
労

働
者
階
級
を
社
会
主
義
運
動

の
主
体
と
看
做
し
て
い
な
か

っ
た
。
社
会
主
義
者
と
労
働

組
合
の
連
携
を
実
現
し
た
の

は
、
独
立
労
働
主
義
を
領
導

し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
ア
・

ハ
ー
デ
ィ
で
あ
る
。 

 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
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友
愛
新
聞  

発行所： 

白十字キリスト教
社会主義研究会 
（http://www.ichtus.net/css） 
発行人： 

倉井 香矛哉（独立系研究者） 

労働党創設の源流  
自由・労働主義の限界が露呈、独立労働主義による社会主義者と労働組合の連携へ  

写真：初代労働党党首ケア・ハーディ	
 

(c)	
 https://en.wikipedia.org/wiki/Keir_Hardie	
 

以
降
の
困
難
が
語
ら
れ
た
。

妻
で
あ
る
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ

ん
の
家
族
介
護
の
苦
し
み

は
、
想
像
す
る
に
余
り
あ

る
。
ま
た
、「
芸
能
人
に
な

り
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
音
楽
を
や
り
た
く
て
始

め
た
」、「
好
き
な
音
楽
を
や

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

や
っ
て
い
た
」
と
い
う
言
葉

は
切
な
い
。 

 

会
見
の
終
盤
、
小
室
氏

は
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
介

護
問
題
、
社
会
的
ス
ト
レ
ス

に
言
及
し
、
日
本
社
会
へ
の

問
題
提
起
を
残
し
た
。
一
人

の
音
楽
家
の
身
の
振
り
方

か
ら
、
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。 

 

 

一
月
二
一
日
、

社
会
経
済
学
者
の

西
部
邁
氏
が
自
殺

し
た
。
二
一
世
紀

初
頭
、
中
東
情
勢

を
め
ぐ
る
激
動
の

歴
史
の
中
で
、
保 

守
思
想
に
基
づ
く
非
戦
を

主
張
し
た
西
部
氏
の
存
在

に
瞠
目
し
て
い
た
。
昨
年

八
月
、
山
田
正
彦
・
元
農

林
水
産
大
臣
の
炉
端
政
治

塾
で
西
部
氏
と
お
会
い
し

た
際
、
最
前
席
に
座
っ
て

い
た
僕
は
、「
北
海
道
出
身

の
西
部
先
生
」
に
と
っ
て

の
「
故
郷
」
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
す
る
と
、「
昔
、

政
治
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ

た
と
き
、
北
海
道
か
ら
面

会
に
来
て
く
れ
た
女
性
が

い
た
。
僕
に
と
っ
て
は
、

彼
女
が
〈
故
郷
〉
だ
っ
た
」

と
お
応
え
に
な
っ
た
。
後

の
奥
さ
ん
の
こ
と
で
あ

る
。 

 

彼
の
自
殺
を
ど
う
受
け

止
め
る
か
。
死
生
観
は
個

人
の
内
面
に
属
す
る
も
の

で
、
一
人
ひ
と
り
の
個
別

的
な
課
題
が
含
ま
れ
る
。

家
族
、
親
族
、
友
人
の
生

と
死
を
ど
う
受
け
止
め
、

見
送
る
か
。
自
己
自
身
は

ど
の
よ
う
に
見
送
ら
れ
る

の
か
。

―
明
確
な
答
え

は
な
い
。
生
涯
を
賭
け
て

考
え
て
い
く
ほ
か
な
い
。 

 

九
三
年
一
月
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
北
部
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
独

立
労
働
党
（Independent 

Labour Party

）
が
結
成
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
一
八
九
九

年
九
月
の
労
働
組
合
会
議

を
経
て
、
一
九
〇
〇
年
二

月
、
ロ
ン
ド
ン
の
メ
モ
リ
ア

ル
・
ホ
ー
ル
で
労
働
組
合
と

社
会
主
義
団
体
の
特
別
会

議
が
開
か
れ
、
労
働
代
表
委

員
会
（Labour Representation 

Committee

）
が
成
立
し
た
。 

 

（
つ
づ
く
） 
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ラ
ナ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
生
ま

れ
た
ケ
ア
・
ハ
ー
デ
ィ
は
、

九
歳
に
満
た
な
い
頃
か
ら
、

家
計
の
た
め
に
労
働
者
と

し
て
の
生
活
を
送
っ
た
。
パ

ン
屋
の
小
間
使
い
を
経
て

炭
坑
夫
と
な
っ
た
彼
は
、
正

規
の
学
校
教
育
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
本
屋
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
れ
て

い
る
本
を
見
て
綴
り
を
覚

え
た
。
一
八
七
三
年
、
一
七

 

一
八
八
七
年
、
審
議
中
の

鉱
山
規
制
法
案
に
八
時
間

労
働
日
の
規
定
を
盛
り
込

む
べ
く
ロ
ン
ド
ン
へ
陳
情

に
訪
れ
た
彼
は
、
自
由
・
労

働
派
議
員
の
冷
淡
な
対
応
に

直
面
し
た
。
自
由
・
労
働
派

議
員
は
大
組
合
の
幹
部
で
あ

り
、
強
大
な
組
織
力
に
よ
っ

て
資
本
家
と
対
等
の
立
場
で

協
議
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

た
め
、
労
使
間
の
問
題
に
国

家
の
介
入
を
要
請
す
る
必
要

性
が
な
か
っ
た
。
一
方
、
組

織
力
の
弱
い
ケ
ア
・
ハ
ー
デ

ィ
ら
の
労
働
組
合
に
と
っ
て

は
、
労
働
時
間
の
法
的
規
制

は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の

頃
か
ら
、
彼
は
自
由
・
労
働

主
義
の
限
界
を
自
覚
す
る
よ

う
に
な
る
。
折
し
も
、
一
八

八
六
年
末
か
ら
ラ
ナ
ー
ク
シ

ャ
ー
で
は
坑
夫
た
ち
の
ス
ト

ラ
イ
キ
が
拡
大
し
た
。
冬
場

の
石
炭
需
要
期
に
騎
馬
警
官

の
出
動
が
要
請
さ
れ
、
五
〇

名
以
上
の
労
働
者
が
逮
捕
さ

れ
た
。
そ
こ
で
ケ
ア
・
ハ
ー

デ
ィ
が
見
た
の
は
、
資
本
家

と
国
家
権
力
の
一
体
化
で
あ

り
、
自
由
党
系
の
新
聞
が
労

働
者
の
暴
動
を
批
判
す
る
と

い
う
現
実
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
出
来
事
か
ら
、
彼
は
、

労
働
者
階
級
の
独
立
し
た
政

治
勢
力
を
結
集
す
る
必
要
性

を
確
信
す
る
に
至
っ
た
。 

 

一
月
一
九
日
（
金
）、
日

本
を
代
表
す
る
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
小
室

哲
哉
氏
が
東
京
都
港
区
の

エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
本
社
に
て

記
者
会
見
を
開
き
、「
引
退
」

を
表
明
し
た
。
一
九
八
〇
年

代
か
ら
最
先
端
の
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
音
楽
を
発
表
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
数
多

く
の
名
曲
で
ヒ
ッ
ト
チ
ャ

ー
ト
を
席
巻
し
た
天
才
の

幕
引
き
と
し
て
、
あ
ま
り
に

突
然
で
あ
っ
た
。 

 

週
刊
誌
報
道
に
起
因
す

る
記
者
会
見
だ
っ
た
が
、
想

定
外
の
「
引
退
」
と
い
う
言

葉
を
起
点
に
、
二
〇
〇
九
年

 

一
八
八
八
年
三
月
、
ケ

ア
・
ハ
ー
デ
ィ
は
、
ミ
ッ

ド
・
ラ
ナ
ー
ク
選
挙
区
の
補

欠
選
挙
に
出
馬
し
た
（
最
下

位
の
六
〇
〇
票
で
落
選
）。

彼
の
行
動
は
自
由
・
労
働
主

義
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
同

年
八
月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
労
働
党
（The Scottish 

Labour Party

）
が
組
織
さ

れ
る
。
一
八
九
二
年
の
総
選

挙
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー

ス
ト
・
エ
ン
ド
に
あ
る
サ
ウ

ス
・
ウ
ェ
ス
ト
・
ハ
ム
選
挙

区
で
、
ケ
ア
・
ハ
ー
デ
ィ
が

同
党
の
候
補
者
と
し
て
当

選
を
果
た
し
た
。
自
由
党
の

公
式
な
支
持
を
得
る
こ
と

な
く
当
選
し
た
彼
の
存
在

は
、
独
立
労
働
主
義
の
気
運

を
全
国
的
に
高
め
た
。
一
八

一
八
九
三
年
一
月
⒍
独
立
労
働
党
結
成
を
経
て
⒍  

労
働
組
合
会
議
⒍
労
働
代
表
委
員
会
の
成
立
ま
で  

⾳音楽家・⼩小室哲哉⽒氏が「引退」を表明  

高次脳機能障害を患う妻・KEIKO の介護 
 自己の闘病生活の苦悩を率直に表明。 
今後の社会福祉政策はどうあるべきか。 

天帳院日記  
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無教会全国集会 
2017  

無教会とは 
  

 
  

  

  

  

2017 年 10 月 28（土）〜29 日（日）※終了  

千葉県市川市・山崎製パン企業年金基金会館  

  

  

記録集ブログ公開中!!        
  

http://blog.goo.ne.jp/mukyoukai2017（または、下記のQRコードから）  

  

  

  

  

  

  

無  教  会  全  国  集  会  準  備  委  員  会  

2018 年 1 月 27 日（土曜日） 第１４号（月刊） 基督教友愛新聞 （２） 

コリントの信徒への手紙一（6章 19 節） 
 知らないのですか。あなたがたの体は、神からいただいた聖霊
が宿ってくださる神殿であり、あなたがたはもはや自分自身のも
のではないのです。 
 

（記録集） 


